
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 鹿児島第一医療リハビリ専門学校 
設置者名 学校法人 都築教育学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

理学療法学科 
夜 ・

通信 
2,595単位時間 240単位時間  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
2,655単位時間 240単位時間  

言語聴覚学科 
夜 ・

通信 
2,155単位時間 240単位時間  

柔道整復学科 
夜 ・

通信 
1,515単位時間 240単位時間  

はり・きゅう学科 
夜 ・

通信 
2,130単位時間 240単位時間  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
「授業計画書（シラバス）」に実務経験のある教員の実務経験とともに、担当する授業

科目を明記。「授業計画」は学科ごとに学校 HP にて公表 

 https://riha.tsuzuki-edu.ac.jp/school/curriculum/ 

HOME > 授業計画 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 鹿児島第一医療リハビリ専門学校 
設置者名 学校法人 都築教育学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
次の都築教育学園 法人（第一工科大学）ＨＰにおいて公表。 

https://kagoshima.daiichi-koudai.ac.jp/wpcontent/ 

uploads/2023/06/r5_yakuinmeibo.pdf 

鹿児島キャンパス > 大学案内 > 情報公開 > 役員等名簿 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

社会医療法人 

雪の聖母聖マリア病院

医師 

2024.2.11

～

2026.2.10 

危機管理対応 

非常勤 
株式会社「タワラヤ」社

長 

2024.2.11

～

2026.2.10 

財務 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名  

設置者名  

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 

名称  

役割 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

   

   

（備考） 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 鹿児島第一医療リハビリ専門学校 

設置者名 学校法人 都築教育学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

１ 授業計画書の作成課程 

（１） 関連規則を遵守しつつ、より質が高く効果的な教育ができるよう、学科ごと検

討を重ね、教務委員会、学科長会議等の審議を経て作成している。 

なお、授業計画のうち、科目の修正、単位等の変更等、重要事項については学

則。履修規定の変更として、学園理事会の審査・承認を受けている。 

（２） 科目ごとの到達目標、授業の進め方（担当、授業内容等）、使用教材、評価基

準等を明示し、かつ、年度ごと、教育成果（試験成績等）、授業評価、公開授

業、学生アンケート等を踏まえて見直しを行っている。 

（３） 関連規則に基づくカリキュラム改正にあたっては、先行的に情報を収集し、教

育に必要な教員の養成、教材等の確保を図り、授業計画に反映している。 

２ 授業計画書の作成・公表時期 

  前年度 3月には作成し、４月には学内ＷＥＢ掲示板への掲載。各クラスへの製本

版の設置を行うとともに、ＨＰ上にて広く公表している。 

 

授業計画書の公表方法 

１ 学内ＷＥＢ掲示板への掲載・各クラスへの製本

版の設置 

２ 本校ＨＰにおいて公表 

https://riha.tsuzuki-

edu.ac.jp/school/curriculum/ 

HOME > 授業計画 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 



  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

１ 科目に応じ、試験結果、出席状況、課題提出状況、実技の成績、授業態度等を担

当教員が関係教員の意見を踏まえ総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て

履修認定・成績判定（4段階）を行っている。 

（１） 試験は定期試験（前・後期）のほか、小テスト・口頭試問などを実施している。

定期試験不合格者には再試験を課している。（評価点は６０点が最高点） 

（２） 出席日数が２/３に満たない者には定期試験の受験資格を与えないなど、確実

な授業履修を担保している。 

（３） 臨床実習の評価は、実習指導者の評価とともに、実習記録、レポートの作成な

どをもとに、総合的に評価している。 

２ 学業不振の学生には、個別指導、補備授業などのより着実な履修を図っている。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

１ 客観的な指標の設定 

（１） 評価は、学年ごと前期及び後期に行っている。 

（２） 各授業科目の評価は１００点を満点とし、科目ごとの評価点及び評価点に応

ずる４段階評価（優・良・可・不可）をもって評価の指標としている。 

（３） 学生の総合的な評価は（２）の科目ごとの評価点を平均して、評価点及び評語

並びに学年/学科内の成績順位を持って評価の指標としている。 

なお、評価点６０点以上を合格（履修に認定）とし、これ未満を不合格として

いる。 

 

２ 成績評価の適切な実施 

（１） 成績評価の評価項目は、科目に応じて試験（定期試験、小テスト等）、課題、

授業態度等とし、配点基準に基づき総合的に評価点を算定している。 

成績評価は学生本人に加え、保護者にも文書により通知している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

本校 HPにおいて公表 

https://riha.tsuzuki-

edu.ac.jp/admission_policy/ 

HOME > ３つのポリシー 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

１ 卒業の認定に関する方針（進級の認定に関する方針も付記） 

（１）進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

（２）卒業の認定 

ア 卒業試験 

（ア）卒業試験の受験資格は、卒業試験までに実施された全ての授業科目について

合格した者に与える。 

（イ）卒業試験の合格基準は、専門基礎科目及び専門科目の成績がそれぞれ６０点

以上であることを原則とする。 

イ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

（ア）３年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

（イ）卒業試験に合格していること。 

 なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を行い、合格点に達した時点で卒業を

認めている。 

 

２ 実施に係わる取り組み 

（１）卒業認定に係わる事項は、進級認定とともに「履修規程」及び「学生便覧」に

明記し学生に徹底するとともに、保護者説明会において周知している。 

（２）学業不振の学生に対しては、適宜、認定基準に達しない状況を承知させ、個別

指導、補備教育等により認定基準到達を図っている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

本校 HPにおいて公表 

https://riha.tsuzuki-

edu.ac.jp/admission_policy/ 

HOME > 3つのポリシー 
 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 鹿児島第一医療リハビリ専門学校 

設置者名 学校法人 都築教育学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 第一工科大学/都築教育学園 HP において公

表 

https://kagoshima.daiichi-

koudai.ac.jp/college-

guide/information/ 

鹿児島キャンパス > 大学案内 > 情報公開 

収支計算書又は損益計算書 
財産目録 
事業報告書 

監事による監査報告（書） 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報－１（理学療法学科） 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ３，３００ 

単位時間／単位 

1,995 

単位時間

/単位 

360 

単位時間

/単位 

945 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

３，３００ 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１２０人 ７３人 ０人 ６人 ２０人 ２６人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１ 授業方法及び内容 

（１） 授業科目に応じ、講義、実習（部外実習を含む）、実技等を組み合わせて実

施 

（２） 各授業科目及び授業内容は、段階的・体系的に授業を組み立てるとともに、

課題付与、小テスト、レポートの提出により、習熟度を確認している。 

（３） 基礎分野、専門基礎分野、専門分野に区分し、学年ごとに履修すべき科目及

び単位（時間）を計画している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目に応じて試験結果、出席日数、課題提出、実技、授業態度等を担当教員が関係教

員の意見を踏まえて総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て履修認定・成

績判定（４段階）を行っている。 

卒業・進級の認定基準 



  

（概要） 

１ 進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

２ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

（１）3年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

（２）卒業試験に合格していること。なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を

行い、合格点に達した時点で卒業を認めている。 

学修支援等 

（概要） 

１ オンライン授業（リモート、オンデマンド）及びｅ－ラーニングを導入 

２ 特別講義、課外補講、個別指導等による学修意欲の振作、苦手科目の克服 

３ ナイトセミナー、集中模擬試験による国家試験対策の実施 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２６人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

２５人 

（  96.2％） 

１人 

（  3.8％） 

（主な就職、業界等） 

医療・福祉（病院、介護施設、障害者・児童施設等）、保健（保健所、地域包括支援セ 

ンター）、教育機関（特別支援学校、各養成校）、その他（自治体等） 

（就職指導内容） 

１ 病院等実習、卒業生（就職者）による講話 

２ 就職説明会（年１回）、就職担当者及び担任教員による就職相談、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格（理学療法士）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

９０  人 １４  人  15.6％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振（就学意欲の喪失）、進路変更（経済的理由による就職を含む。） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

１ 経済的理由を背景とする学生に対しては、各種教育支援制度（自治体・その他団 

体による奨学金、福祉資金等）の紹介及び手続支援を実施 

２ 学業不振による者は、保護者及び実習先と連携し補備教育・個別指導等を実施 

 

 



  

① 学科等の情報－２（作業療法学科） 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 作業療法学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

昼 

３，２８５ 

単位時間／単位 

2，130 

単位時間

/単位 

120 

単位時間

/単位 

1,035 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

 ３，２８５ 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 ５９人 0人 6人 9人 15人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１ 授業方法及び内容 

(1) 授業科目に応じ、講義、実習（部外実習を含む）、実技等を組み合わせて実施 

(2) 各授業科目及び授業内容は、段階的・体系的に授業を組み立てるとともに、課題

付与、小テスト、レポートの提出により、習熟度を確認している。 

２ 基礎分野、専門基礎分野、専門分野に区分し、学年ごと履修すべき科目及び単位

（時間）を計画している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目に応じて、試験結果、出席日数、課題提出、実技、授業態度等を担当教員が関係

教員の意見を踏まえ総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て履修認定・成

績判定（４段階）を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

２ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

(1) ３年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

(2) 卒業試験に合格していること。なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を行

い、合格点に達した時点で卒業を認めている。 

学修支援等 

（概要） 

１ オンライン授業（ﾘﾓｰﾄ、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）及びｅ-ラーニングを導入 

２ 特別講義、課外補講、個別指導等による学修意欲の振作、苦手科目の克服 

３ ナイトセミナー、集中模擬試験による国家試験対策 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ３４人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

３２人 

（  94.1％） 

２人 

（  5.9％） 



  

（主な就職、業界等） 

医療・福祉（病院、介護施設、障害者・児童施設等）、保健（保健所、地域包括支援セ

ンター）、教育機関（特別支援学校、各養成校）、その他（自治体等） 

（就職指導内容） 

１ 病院等実習、卒業生（就職者）による講話 

２ 就職説明会（年１回）、就職担当者及び担任教員による就職相談、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格（作業療法士）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

７８  人 ５人  6.4％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更（経済的理由による就職を含む。）、学業不振（就学意欲の喪失） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

１ 経済的理由を背景とする学生に対しては、各種教育支援制度（自治体・その他団 

体による奨学金、福祉資金等）の紹介及び手続支援を実施 

２ 学業不振による者は、保護者及び実習先と連携し補備教育・個別指導等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

① 学科等の情報－３（言語聴覚学科） 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 言語聴覚学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ３，２５０ 

単位時間／単位 

2,430 

単位時間

/単位 

60 

単位時間

/単位 

640 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

120 

単位時間

/単位 

３，２５０ 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90人 59人 0人 6人 21人 27人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１ 授業方法及び内容 

(1) 授業科目に応じ、講義、実習（部外実習を含む）、実技等を組み合わせて実施 

(2) 各授業科目及び授業内容は、段階的・体系的に授業を組み立てるとともに、課題

付与、小テスト、レポートの提出により、習熟度を確認している。 

２ 基礎分野、専門基礎分野、専門分野に区分し、学年ごと履修すべき科目及び単位

（時間）を計画している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目に応じて、試験結果、出席日数、課題提出、実技、授業態度等を担当教員が関係

教員の意見を踏まえ総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て履修認定・成

績判定（４段階）を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

２ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

(1) ３年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

(2) 卒業試験に合格していること。なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を行

い、合格点に達した時点で卒業を認めている。 

学修支援等 

（概要） 

１ オンライン授業（ﾘﾓｰﾄ、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）及びｅ-ラーニングを導入 

２ 特別講義、課外補講、個別指導等による学修意欲の振作、苦手科目の克服 

３ ナイトセミナー、集中模擬試験による国家試験対策 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２２人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

１８人 

（  81.8％） 

４人 

（  18.2％） 



  

（主な就職、業界等） 

医療・福祉（病院、介護施設、障害者・児童施設等）、保健（保健所、地域包括支援 

センター）、教育機関（特別支援学校、各養成校）、その他（自治体等） 

（就職指導内容） 

１ 病院等実習、卒業生（就職者）による講話 

２ 就職説明会（年１回）、就職担当者及び担任教員による就職相談、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格（作業療法士）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

５９  人 1人  1.7％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振（修業年限内での卒業が見込まれず、就学意欲の喪失） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

１ 経済的理由を背景とする学生に対しては、各種教育支援制度（自治体・その他団 

体による奨学金、福祉資金等）の紹介及び手続支援を実施 

２ 学業不振による者は、保護者及び実習先と連携し補備教育・個別指導等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

① 学科等の情報－４（柔道整復科） 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 柔道整復学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ２，８２０ 

単位時間／単位 

1,110 

単位時間

/単位 

900 

単位時間

/単位 

180 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

630 

単位時間

/単位 

２，８２０ 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80人 ８０人 0人 ６人 １２人 １８人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１ 授業方法及び内容 

(1) 授業科目に応じ、講義、実習（部外実習を含む）、実技等を組み合わせて実施 

(2) 各授業科目及び授業内容は、段階的・体系的に授業を組み立てるとともに、課題

付与、小テスト、レポートの提出により、習熟度を確認している。 

２ 基礎分野、専門基礎分野、専門分野に区分し、学年ごと履修すべき科目及び単位

（時間）を計画している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目に応じて、試験結果、出席日数、課題提出、実技、授業態度等を担当教員が関係

教員の意見を踏まえ総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て履修認定・成

績判定（４段階）を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

２ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

(1) ３年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

(2) 卒業試験に合格していること。なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を行

い、合格点に達した時点で卒業を認めている。 

学修支援等 

（概要） 

１ オンライン授業（ﾘﾓｰﾄ、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）及びｅ-ラーニングを導入 

２ 特別講義、課外補講、個別指導等による学修意欲の振作、苦手科目の克服 

３ ナイトセミナー、集中模擬試験による国家試験対策 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

２４人 

（  96.0％） 

１人 

（  4.0％） 



  

（主な就職、業界等） 

医療・福祉（整骨院・接骨院、病院（整形外科）、介護施設等）、教育機関（各養成校）、

その他（スポーツトレーナー、フィットネスクラブ等） 

（就職指導内容） 

１ 整骨院等人事担当者との面談、卒業生（就職者）による講話 

２ 就職説明会（年１回）、就職担当者及び担任教員による就職相談、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格（柔道整復師）の取得 

民間資格（日本スポーツリハビリテーション学会認定トレーナー/NESTA PFT）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

79  人 2人  2.5％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振（就学意欲の喪失）、進路変更（経済的理由による就職を含む。） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

１ 経済的理由を背景とする学生に対しては、各種教育支援制度（自治体・その他団 

体による奨学金、福祉資金等）の紹介及び手続支援を実施 

２ 学業不振による者は、保護者及び実習先と連携し補備教育・個別指導等を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

① 学科等の情報－５（はり・きゅう学科） 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 はり・きゅう学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 ２，８２０ 

単位時間／単位 

1,860 

単位時間

/単位 

300 

単位時間

/単位 

180 

単位時間

/単位 

0 

単位時間

/単位 

480 

単位時間

/単位 

 ２，８２０ 単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

45人 ４０人 0人 ６人 ８人 １５人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

１ 授業方法及び内容 

(1) 授業科目に応じ、講義、実習（部外実習を含む）、実技等を組み合わせて実施 

(2) 各授業科目及び授業内容は、段階的・体系的に授業を組み立てるとともに、課

題付与、小テスト、レポートの提出により、習熟度を確認している。 

２ 基礎分野、専門基礎分野、専門分野に区分し、学年ごと履修すべき科目及び単位

（時間）を計画している。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目に応じて、試験結果、出席日数、課題提出、実技、授業態度等を担当教員が関係

教員の意見を踏まえ総合的に評価し、学科での審議、校長の決裁を経て履修認定・成

績判定（４段階）を行っている。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

１ 進級の認定 

原則として当該学年において履修すべき全授業科目（実習を含む）に合格している者

について、教職員会議で審査し認定している。 

２ 卒業の認定 

次の要件を満たした者について、教職員会議で審査し認定している。 

(1) ３年間の履修すべき全授業科目に合格していること。 

(2) 卒業試験に合格していること。なお、卒業試験の不合格者に対しては再試験を行

い、合格点に達した時点で卒業を認めている。 

学修支援等 

（概要） 

１ オンライン授業（ﾘﾓｰﾄ、ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）及びｅ-ラーニングを導入 

２ 特別講義、課外補講、個別指導等による学修意欲の振作、苦手科目の克服 

３ ナイトセミナー、集中模擬試験による国家試験対策 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ９人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

７人 

（  77.8％） 

２人 

（  22.2％） 



  

（主な就職、業界等） 

医療・福祉（鍼灸院、病院、介護施設等）、教育機関（各養成校）、その他（スポーツ 

トレーナー、美容等） 

（就職指導内容） 

１ 鍼灸院等人事担当者との面談、卒業生（就職者）による講話 

２ 就職説明会（年 1回）、就職担当者及び担任教員による就職相談、面接指導等 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

国家資格（はり師・きゅう師）の取得 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

３３  人 ２  人  6.1％ 

（中途退学の主な理由） 

学業不振（就学意欲の喪失）、進路変更（経済的理由による就職を含む。） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

１ 経済的理由を背景とする学生に対しては、各種教育支援制度（自治体・その他団

体による奨学金、福祉資金等）の紹介及び手続支援を実施 

２ 学業不振による者は、保護者及び実習先と連携し補備教育・個別指導等を実施 

 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

理学療法

学科   
300,000 円 800,000円 500,000円  

作業療法

学科 
300,000 円 800,000円 500,000円  

言語聴覚

学科 300,000 円 600,000円 500,000円  

柔道整復

学科 300,000 円 800,000円 500,000円  

はり・き

ゅう学科 300,000 円 700,000円 500,000円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

 

 

 

 



  

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ホームページに掲載 

https://riha.tsuzuki-edu.ac.jp/evaluation/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

病院勤務・視能訓練士 2025.4.1～2026.3.31 代議員・後援会会長 

病院勤務・理学療法士 2025.4.1～2026.3.31 代議員（監査役） 

会社員 2025.4.1～2026.3.31 代議員（監査役） 

主婦 2025.4.1～2026.3.31 代議員 

会社員 2025.4.1～2026.3.31 代議員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

本校ＨＰに掲載 https://riha.tsuzuki-edu.ac.jp/evaluation/ 

ＨＯＭＥ > 学校評価 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

１ 学校ＨＰ（https://riha.tsuzuki-edu.ac.jp/） 

２ 各広報業者のＷＥＢ媒体（例：(株)リクルート「スタディサプリ」など） 

３ 学校パンフレット・募集要項 

(1) 本校ホームページ等からの資料請求又は電話等により郵送 

(2) 進路ガイダンス等において、希望者に直接配布 

(3) オープンキャンパス等、本校来校者へ直接配布 

 


